

洞窟ホテルに泊まる！トルコハイライト周遊8日間旅日記

２度程計画しながら、１度目は政情不安、そして２度目は新型インフルエンザ騒ぎで延期していたトルコへ　３度目の正直でやっと旅することができました。
トルコは　黒海、地中海、エ－ゲ海に挟まれ文明の十字路と呼ばれているそうです。
とても楽しみになってきました。

１日目
気流が悪いからと予定より少し早目の１３時過ぎに出発（トルコ航空）したのに、結局１４時間もかかってしまった。１４時間を機内で過ごすのはさすがに辛い。
トルコ到着は現地時間夜９時１５分（サマ－タイムが始まっていて時差は６時間）お風呂を済ませ休んだのは夜中１時（もう翌日になっていた）
ちなみに東京→トルコの距離は９，０００キロだそうです。

２日目
朝７時３０分に出発、ターダネルス海峡をフェリ－で渡り　１回のトイレ休憩をはさんで
６時間３０分バスに揺られトロイへ
世界遺産トロイ遺跡観光、ガイドさんの説明では最近になってトロイの戦争のお話もちょっと怪しくなってきたらしい・・
旅行中最後までガイドをして下さった方、とても知識豊富で分かりやすく、大当たりのガイドさんでした。
トルコは移動時間が長いのでＶＩＰバスといわれるゆったりしたバスが用意されています。長いのですがそんなにきついという感じはしませんでした。
ここからアイワルクまで又２時間３０分バスに揺られます。
やっぱりトルコは広いのですね。まだまだバスの旅は続くようです。
到着後ホテルからはエ－ゲ海の夕日が望めました。



３日目
アイワルクから３時間３０分バス（長距離にはなれました）エフェソスへ
途中ツア－にはつきもののトルコ石のお店へ、そんなに欲しいものではないのですが、やはり高くて手が出ない。
中食は有名なシシケバブでその後　エフェソスへ　小アジア最大の古代都市遺跡群（野外劇場、図書館、浴場、公衆トイレの跡）の観光
今夜のホテルは温泉プ－ル付き　食後温泉プ－ルでひと泳ぎしました。

４日目
パムッカレ観光　長年の月日をかけて温泉の石灰分が創りあげた石灰棚で段々畑のように広がる棚田です。
パムッカレとは綿の城の意味、ここでは足湯を楽しみました。
ここからコンヤまで又４１０キロ５時間３０分のバス移動
コンヤではメヴェラ－ナ博物館(霊廟)に入館、青緑のタイル張りの塔が目印となっている。

５日目
待望のカッパドキアへ出発の時今回初めて雨模様の天気、しかしカッパドキアに着くにつれて雨もやみ良い天気になって来た。
途中シルクロ－ドの隊商宿　キャラバンサライ（昔の旅人達の宿）に立ち寄ります。
カッパドキアとは首都アンカラを中心とする、中央、アナトリアの地方の名称
だそうです。
カッパドキアまで３時間かかります。
火山の噴火によって堆積した溶岩や火山灰が長い年月の間に浸食されて出来た
奇岩群は、今までみたことのない景色で本当にびっくりしました。
友人曰く１４時間かけてきた甲斐があったねと一言、感激していました。
キノコの様なユニ－クな形をした奇岩は圧巻でした。
そして変わった岩の形を見ながらカッパドキアのミニハイキングを楽しみました。雨だったら滑りやすくとても回れなかったかもしれませんが、この頃には
暑いくらいのお天気になっていました。
カイマルクでは蟻の巣のように地下へ伸びる巨大地下都市にも入りました。
すごく混んでいて、日本人ツア－の何と多かった事・・・・
６日目
カッパドキアから約１時間かけてカイセリの飛行場に向かいます。
私たちは飛行機でイスタンブ－ルへ向かいますが、（所要時間１時間３０分）
ツア－によっては列車で向かうのもあるようです。特急列車などないのでしょう、９時間ほどかかると云っていました。
昼食はトルコ名物料理のドネル・ケバブです。食後はイスタンブ－ル歴史地区観光　ブル－モスク（ドーム内部に青い花柄のタイルがびっしり飾られているので「ブル－モスク」と呼ばれている）や　オスマントルコ帝国スルタン（皇帝）居城トプカプ宮殿、ここでは８６カラットのダイヤを拝ませて頂きました。
夜はあの有名なベリ－ダンスのディナ－ショ－へ・・・　

７日目
アジアとヨ－ロッパ大陸を分かつボスポラス海峡のクル－ズに出発、
貸切状態で１時間３０分のクル－ズを楽しむ。
またテレビでも紹介されている、グランド・バザ－ルでお買いもの（？見るだけ）あまりの店の多さに圧倒された。
いよいよ旅も終り１８時３０分発トルコ航空で帰国の途へ・・



